
分野 科目名 配当年次 開講期 

専門分野 基礎看護学概論Ⅱ 1 年次 前期 

単位数 時間 担当教員 実務経験の有無 

1 単位 

（30 時間） 

30 時間 菅谷清美 有 

   

   

   

授業

の 

概要 

より質の高い看護を実践するために、様々な看護の概念を学び、看護の本質とは何かについて考え

る態度を身につけるとともに、対象の理解、看護における倫理の重要性を学ぶ。 

また、看護における継続性、多職種との連携・協働の必要性について学ぶ。 

到達

目標 

１．看護の機能と役割について理解する。 

２．人間のライフサイクルにおける健康の意義を理解する。 

３．看護の対象である人間を理解する。 

４．保健・医療・福祉システムにおける看護の役割を理解する 

５．専門職としての看護の役割を理解する。 

６．看護倫理に関する基礎的知識を理解する。 

授業

計画 

№ 授業内容 授業方法 備考 

１ 看護とはなにか：「看護の特性」「患者の理解」 講義  

２ 看護の定義：「保健師助産師看護師における看護職の定義」 講義  

３ 

４ 

看護の歴史～職業としての看護の成り立ち「ナイチンゲールによ

る近代看護の確立、アメリカ・日本における看護の発展 
講義  

５ 

６ 

健康のとらえ方と国民の健康状態「健康の概念」「健康と病気」 

 
講義  

７ 

８ 

看護の対象「人間の特徴：統合体としての人、人間と欲求、ライ

フステージ、成長と発達、人と環境との相互作用」 
講義  

９ 

10 

看護の対象「人間の共通性と個別性」「ライフサイクルと健康」 

「家族の役割と現代家族の特徴」 
講義  

11 看護の機能と役割「看護理論と看護過程」「EBN とEBP とは」 講義  

12 保健・医療・福祉とは、サービス提供の場、看護の継続性 講義  

13 看護師としての責務「法的責任と倫理」「看護師の倫理綱領」 講義  

14 看護の権利とは 講義  

15 専門職としての看護師「専門職とは」「看護師の専門性とは」 講義  

評価 筆記試験 90 点 レポート 10 点 
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